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持ちを育成することが大切である１。
　一方、中学校社会科で身近な地域と関わらせ
て学習する場合、少子高齢化、過疎化、産業に
おける課題、歴史的な事件、地方政治に関する
課題、SDGsといった社会的論争問題や地域の
課題を取り扱うことが多い。身近な地域を取り扱
うことは社会的事象を多面的・多角的に考察し、
社会認識を深めることに有効である。これに対
して、地域への愛着や誇り、地域の一員としての
自覚とは直接的に結び付かない。これは地域の
課題の背景にある歴史、地理、経済、政治といっ
た事実を知り、深めるほど「自分自身にはどうす
ることもできない」「身近な地域は課題ばかりで
魅力的ではない」といった認識に留まることが多
いからである。特に身近な地域の歴史に関して
は、教科書で取り上げられている歴史的事象と
の関連や授業時数の問題から取り扱うことが少
なく２、歴史の中で生きる自己を実感し「我が国
の歴史に対する愛情、国民としての自覚」３を育
成することができていないのである。
　そこで本研究では身近な地域の歴史的事象を
追究することを通して、身近な地域の魅力に気付
き、誇りをもつ生徒を育成する社会科授業の単
元開発を目的とする。

　実践校の生徒へのアンケート（実施日2022年５

授業分析の視点２

　本研究では身近な地域の歴史的事象を追究す
ることを通して、身近な地域に魅力や誇りをもつ
生徒を育成する社会科授業の単元開発を目的と
した。
　本単元は中学校学習指導要領社会「歴史的分
野　内容Ａ　歴史との対話　(２)身近な地域の
歴史」を扱い、「百年商店街絵看板めぐりから高
田の歴史を考えよう～高田本町のフィールドワー
クを通して～」という授業を実践した。
　本研究の成果として、一次史料を自らが探し、
歴史の本質を見極めていく歴史研究者が歴史を
追究していく過程を追体験したことがある。また、
老舗商店の関係者に聞いても分からない歴史的
な事実が多くあり、歴史が絶対的なものではな
いことを捉えていた。これは、教科書の内容を
批判的に検討したり、深めたりする汎用的な見
方・考え方でもある。加えて、老舗商店の人 と々
対話することを通して、そのような歴史的な事実
が残っていること自体に価値があることを理解す
る生徒の姿があった。

　社会科では、身近な地域の社会的事象を取り
扱うことで地域に対する愛着や誇り、地域の一
員としての自覚をもち、地域社会の発展を願う気

概　要

研究の目的１
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月12日）では、身近な地域である「高田本町に
魅力を感じるか」について、生徒の85％（93人中
79人）が「（とても）感じる」と答えた（表１）。
これに対して、「高田本町に課題を感じるか」では、
「（とても）感じる」と答えた生徒は65％（94人
中61人）である（表２）。「高田本町の課題は自
分自身が考えるべき課題であると感じるか」では、
「（とても）感じる」と答えた生徒は67％（90人
中60人）である（表３）。「高田本町に対して誇り
を感じるか」では、「（とても）感じる」と答えた
生徒は74％（92人中68人）である（表４）。

表１　高田本町に魅力を感じるか

とても
感じる

感じる
あまり

感じない
全く

感じない
42％（39） 43％（40） 14％（13） １％（１）

表中の数値は左側がパーセント、（　）が人数。

表２　高田本町に課題を感じるか

とても
感じる

感じる
あまり

感じない
全く

感じない
17％（16） 48％（45） 24％（23） 11％（10）

表中の数値は左側がパーセント、（　）が人数。

　抽出生徒のアンケートの記述は以下のとおりで
ある（表５）。抽出生徒は「高田本町に魅力を感
じるか」について、「あまり感じない」と回答した
生徒を抽出している。
　表１の項目について、生徒B、生徒C、生徒E
のように高田本町のことを知らないことが「魅力
を感じない」理由となっていることが分かる。表２、
表３、表４でも高田本町について知らないことが
回答と関わっていることが分かる。
　これらのアンケート項目への回答が単元全体
を通して、「（とても）感じる」に転じることが成

表３　�高田本町の課題は自分自身が考えるべき課題であ�
ると感じるか

とても
感じる

感じる
あまり

感じない
全く

感じない
21％（19） 46％（41） 23％（21） 10％（９）

表中の数値は左側がパーセント、（　）が人数。

表４　高田本町に対して誇りを感じるか

とても
感じる

感じる
あまり

感じない
全く

感じない
40％（37） 34％（31） 24％（22） ２％（２）

表中の数値は左側がパーセント、（　）が人数。

表５　抽出生徒のアンケートに対する回答

表１　高田本町に魅力
を感じるか（理由）

表２　高田本町に課題
を感じるか（理由）

表３　高田本町の課題は自
分自身が考えるべき課題で
あると感じるか（理由）

表４　高田本町に対し
て誇りを感じるか（理
由）

生徒A 🄲：特にこれっていうも
のや建物がないから

🄱：高田本町にあんま
り魅力を感じないから

🄱：課題と感じる 🄲：誇りに思うものがな
いから

生徒B 🄲：学校の学習や普段
の生活であまり関わっ
たことがないから

🄲：関わることが少なく
分からないから

🄲：高田本町の課題がはっ
きりと出せていないから

🄲：自分の思う魅力や
課題がはっきりと出せ
ていないから

生徒C 🄲：高田本町のことを
あまり知らないから

🄱：課題を感じる 🄲：課題とあまり感じない 🄰：誇りをとても感じる

生徒D 🄲：閉じているお店が
多いから

🄱：閉まっているお店
が多いから

🄲：できればいいところに
したいけど、今の年齢では、
お店を再復活できないから

🄱：なぜかはわからな
いけど、いいところだ
なって感じるから？

生徒E 🄲：本町を知らないから 🄲：本町を知らないから 🄲：本町を知らないから 🄲：本町を知らないから
🄰：とても感じる　🄱：感じる　🄲：あまり感じない　🄳：感じない
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　「百年商店街絵看板めぐりから高田の歴史を考
えよう〜高田本町のフィールドワークを通して〜」

（2）単元の目標
　百年商店街の老舗商店の成り立ちを探究する
ことを通して、老舗商店の歴史を調べたり、収集
した情報を年表にまとめたりする技能を身に付
け、歴史的な特徴を多面的・多角的に考察する
ことで、高田本町の歴史的な価値を尊重し、主
体的に追究しようとする。

（3）�単元の位置付け
　『中学校学習指導要領（平成29年告示）』の「身
近な地域の歴史」では地域の歴史を調べる中で
収集した情報を年表にまとめたり、地域に残る文
化財や諸資料を活用したりすることで身近な地
域の歴史的な特徴を多面的・多角的に考察する
こととしている。また、そのような活動を通して、
「我が国の歴史に対する愛情、国民としての自覚」
や「現在に伝わる文化遺産を尊重しようとするこ
との大切さについての自覚」を深めることが示さ
れている。
　一方、博物館等に飾られている文化財に比べ
て、通学路等にある歴史的な建物や景観につい
ては素通り、もしくは知らない生徒が多い。高田
本町百年商店街の絵看板も、その一つである。
城下町として栄えた高田は創業100年から400年
以上の老舗店舗が30以上、軒を連ねる。高田本
町では、商店街の活性化を目指す「高田本町百
年商店街プロジェクト」として2018年から江戸時
代に多くの商店で見られた絵看板を復活させる
活動を行っている。
　上記のような絵看板のある老舗商店の成り立
ちを探究することで高田本町の歴史的な特徴を
捉え、学校の所在地である高田への関心を高め、
現在に伝わる歴史的な建物や景観の価値に気付
き、それらを尊重することの大切さについて自覚
を深めさせたい。

果となる。つまり、地域の課題を認識したとしても、
地域に対して魅力や誇りといった価値認識を深
めていることが目指す生徒の姿なのである。

（1）�高田本町の歴史的な特徴を主体的に追究
するために

　岡田泰孝は「地域社会の問題について実際に
決定や提案できる場合ならば、子ども自身が直
接的な『当事者』になることができる。子どもた
ちは論争問題の直接的な『当事者』にならなく
ても『問題的事象と学習者との距離感』や『心
理的・物理的な関係』が近くなり、深まれば『当
事者性』をもって、その問題について、判断し
決定できる」４と述べる。この距離感や関係を近
づけるために、歴史的な視点を設定した上での
フィールドワークが効果的である。
　そこで絵看板を探し、地図上に記録する調査
と絵看板に関わる歴史の調査を生徒自らが計画
し、実施する活動を位置付ける。

（2）�高田本町の歴史的な建物や景観の価値に
気付くために

　唐木清志は「追究すべき課題が教科書の中に
あるのではなく、現実社会の中にこそあるという
認識は、地域社会の生 し々い課題と実際に格闘
する中でこそ生まれてくるものであろう」５と述べ
る。このような身近な地域の人への聞き取り調査
や施設見学が歴史に対する認識を深めることと
なる。
　そこで「高田本町百年商店街プロジェクト」に
携わる地域の人 と々関わったり、まとめたりしたこ
とを発表する場を設定する。

（1）単元名
　歴史的分野　内容A　歴史との対話
　（2）身近な地域の歴史

研究の目的に迫るために３

単元の構想と指導計画４
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（4）�単元の評価基準、指導計画
　上記の目標を達成するために単元の評価基準
と指導計画を作成した。
①　単元の評価基準

②　単元の指導計画（全10時間）

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む

態度
高田本町やそこに受け継がれてきた伝統や
文化への関心をもち、絵看板という具体的
な事柄との関わりの中で、高田の歴史につ
いて調べたり、収集した情報を年表にまと
めたりする技能を身に付けている。

高田本町に残る文化財や諸資料を活用
し、高田本町の歴史の時代背景や地
域的な環境、歴史と私たちのつながり
に着目して、高田本町の歴史的な特徴
を多面的・多角的に考察している。

絵看板のある老舗商店の
成り立ちを調べることを通
して、高田本町の歴史的
な価値を尊重し、主体的
に追究しようとしている。

時 目標 主な学習活動
評価の観点
知 思 態

１ ○�高田本町の歴史について知っていることを
確認し、自己の学習に見通しをもつことが
できる。

・�「高田本町の歴史について知っているこ.
とは何か」を考え、ワークシートに記述す
る。

記
述

２

〜

３

〇�高田本町の古絵図や地図から地理的な情
報と関連付けて調査ができる。

・�高田本町の絵看板を地図上に記録する
フィールドワークをする。

白
地
図

４ ◯�インターネットや『上越市史』を活用し、
現地調査しなければ獲得できない情報を
整理することができる。

・�調べてきた絵看板を選び、高田本町百年
商店街のホームページや図書室で調べ
る。

記
述

５ ◯�歴史博物館での調査により老舗商店が続
いた高田の歴史を大観できる。

・�高田の歴史を歴史博物館で調べる。
・�絵看板のある老舗商店への質問を考える。

記
述

６

〜

７

◯絵看板のある老舗商店を調査できる。 ・�絵看板のある老舗商店の歴史について、
聞き取り調査をする。

調
査

８ ◯�絵看板のある老舗商店の共通点や相違点
を共有することができる。

・�老舗商店の調査の内容を比較し、共通点
や相違点を確認しながら交流する。

・�絵看板や高田本町に関連する歴史を年表
にまとめる。

レ
ポ
ー
ト

９ ◯�高田本町の歴史的な特徴に気付くことが
できる。

・�江戸時代の城下町高田はどのようなところ
だったのかを考える。

記
述

10 ○�自分自身の考えの変容を自覚することがで
きる。

・�「高田本町の歴史について知っているこ.
とは何か」について、単元導入時と比較
しながらまとめる。

振
返
り
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（5）�本単元におけるパフォーマンス課題
①　パフォーマンス課題の内容

　城下町として栄えた高田は創業100年から
400年以上の老舗店舗が30以上、軒を連ねて
います。高田本町では、商店街の活性化を目
指す「高田本町百年商店街プロジェクト」とし
て2018年から江戸時代に多くの商店で見られ
た絵看板を復活させる活動を行っています。
「高田本町百年商店街プロジェクト」の絵看
板には高田本町の歴史や地域の人々の想いが
込められています。
　しかし、高田本町の絵看板を見たことはあっ
ても絵看板の背景に存在する歴史は、地域の
人々にあまり周知されていません。また、歴史
的な事実がはっきりしないことも多いです。
　これまで小学校で歴史を学び、これから中
学校で歴史を学ぶ皆さんだからこそ、高田本
町の絵看板に隠された更なる歴史を発見でき
るのではないでしょうか。
　そこで絵看板をきっかけに高田本町の成り
立ちを調査することを通して、高田本町の歴史
を深く理解し、高田本町の人々が知らない歴
史を解き明かして提案してほしいです。

【課題に取り組む流れ】
1）�　高田本町百年商店街に絵看板を探しに出

かけます。
2）�　高田本町百年商店街ホームページ「https://.

100nen.honcho.jp/」を参考にします。
3）�　高田本町の絵看板を一つ選択し、調査計

画（場所、内容、人）を作成します。
明治時代以前に生まれた店舗で現在も残っ
ている店舗や地域の人について調査します。
食べ物、建造物、衣服、街並み、無形（祭
りや芸能）等は問いません。

4）�　調査する内容については以下のA〜Eの視
点を入れ、各班で質問を考えます。

　A�　その店舗はいつ、どのような理由で始
まったのか（時期、年代、背景）。

　B�　絵看板に関する歴史で現在と同じとこ

ろ、違うところは何か（継続、変化）。
　C�　その店舗は、なぜ、変わらず続いている

のか、なぜ、変わったのか（変化、原因、
結果、影響）。

　D�　調査した歴史的な内容についての資料
や根拠は何か（史実の検証）。

　E�　これまで学んできた歴史的な事実との
関連は何か（原因、結果、影響）。教科
書の内容との関連。

5）�　他の人の調べてきた内容を含めて、高田
本町の歴史年表を作成します。

6）�　高田本町の歴史的な特徴を資料に基づい
てまとめ、発表します。

②ルーブリック

A B

知識・技能

絵看板という具体
的な事柄との関わ
りの中で、高田本
町の歴史について
時期、年代、背
景、継続、変化、
原因、結果、影
響などの視点で調
べたり、収集した
情報を年表にまと
めたりする技能を
身に付けた。

絵看板という具体
的な事柄との関わ
りの中で、高田本
町の歴史について
調べたり、収集し
た情報を年表にま
とめたりする技能
を身に付けた。

思考・判断・
表現

高田本町に残る文
化財や諸資料を
活用し、高田本
町の歴史の時代
背景や地域的な
環境、歴史と私た
ちのつながりに着
目して、高田本町
の歴史的な特徴
を多面的・多角的
に考察した。

歴史と私たちのつ
ながりに着目して、
高田本町の歴史
的な特徴を多面的

（地理、経済、交
通、文化、政治、
など）・多角的（生
産者、消費者、町
人、武士［士族］
など）に考察した。
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　１時間目の導入で、「高田本町の歴史について
知っていることは何か」を考えた。生徒の一人は
「よく分からない。学校の授業や普段の生活で
あまり関わることがないから」と記述した。アン
ケートの「高田本町の課題は自分自身が考えるべ
き課題であると感じるか」についても、「とても
感じる」と回答した生徒は21％（19人、n＝90）
であった。そして、教師から、高田本町百年商
店街周辺に出かけ、タブレット端末と地図を持っ
て歩き回り、ワークシートに示された以下のよう
なミッションをできるだけ多く解決する高田本町
オリエンテーリングの計画が発表された。

　２、３時間目は、高田本町オリエンテーリング
に出発した。仲間と相談しながらミッションを解
決したり、歩き回ったりすることで「高田本町に
は歴史の長いお店がたくさんある」ことを知り、「班
で話し合ったりすることで仲も深まった」ことを
実感した（図１）。
　オリエンテーリングの途中に高田本町百年商店
街の店舗で昼食をとり、午後の活動への活力と
した。

学びの実際（全10時間）５

・�絵看板を30枚以上、発見する（写真撮影）。
・�創業100年以上の老舗に５つ以上行き、店の成

り立ちなどについて話を聞く。
・�北国街道を歩き、北国街道を地図に着色する。
・�上越産の食材を使った料理を食べる（写真撮

影）。
・�ゴミを50個以上、拾う。� など

　生徒は、オリエンテーリング後の振返りに以下
のように記述した。

　４時間目の導入では、教師から「絵看板の老
舗商店をきっかけに高田本町の成り立ちを調査す
る」というパフォーマンス課題とルーブリックが
提示された。オリエンテーリングで関心をもった
老舗商店を一つ選択し、高田本町百年商店街の
ホームページを活用し、調べ学習を行った。大
杉屋惣兵衛を調べた生徒は、「創業1592年であ
り、参勤交代で江戸まで伝わったこと、賑わっ
た街道の地で当時の製法を守り続けていること」
をワークシートに記述し、その歴史の深さに驚い
た。片桐呉服店を調べた生徒は、「片桐家が武
家の家系で300年続く旧家であること」が分かっ

・�今日は、高田本町のことをもっと深く知るために
お店の人に成り立ちを聞いたり、ゴミを拾ったり
した。高田本町のことを今までより深く知れたと
思った。また、本町の方はとても優しい方ばか
りなのだと実感した。インタビューにも優しく答
えてくれたり、歴史的なものを見せてくれたりし
た。高田本町をよく使うので歴史を意識してい
きたい。

・�高田本町オリエンテーリングの活動を通して、今
まで知らなかった高田本町のことを知ることが
できた。大杉屋惣兵衛で聞いたときにお店の話
だけでなく、江戸時代のお馬出しのことや豪雪
時の暮らしについても教えてくれた。昼食の天
ぷら若杉では店主さんが話し掛けてくれるなど
気に掛けてくれた。温かい人がたくさんいること
も高田本町の魅力の一つなのかなと思った。

主体的に学
習に取り組

む態度

百年商店街の絵
看板の成り立ちを
追究することを通
して、高田本町の
歴史的な価値に
気付き、主体的
に追究した。

百年商店街の絵
看板の成り立ちを
追究することを通
して、高田本町の
歴史を主体的に
追究した。

図１　高田本町百年商店街でミッションを解決する生徒
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たが、「片桐呉服店と片桐氏との関係は分からな
かったのでもっと調べたい」と記述した。資料や
インターネットから分かることと分からないことを
確認しながら、老舗商店への質問を考えた。ま
た、生徒の中から「高田本町だけでなく、高田
全体の歴史が分からない」という声が上がった。
そこで、次の時間に歴史博物館で高田全体の歴
史を調査することになった。
　５時間目は、歴史博物館へ出かけた。歴史博
物館の常設展示「越後の都」を見て、400年以
上前の高田の様子に関心を高めた。越後国の政
治・経済の中心が春日山城から福島城、そして、
高田城へと変遷したこと、徳川家康の命令によっ
て高田城が造られたことや高田城下の街道の位
置を展示物から捉えた（図２）。
　歴史博物館への調査後、選択した老舗商店へ
のアポイントメントを取り、以下のような質問を考
えた。

　６、７時間目は、高田本町商店街に出かけ、
絵看板のある老舗商店への聞き取り調査を行った

（図３）。仲間と分担して、タブレット端末で動画
を撮影したり、考えてきた質問や追質問をしたり

・�大杉屋惣兵衛はいつ（何時代に）、どのような
理由で始まったのか。

・�絵看板の当時と同じところ、違うところは何か。
・�大杉屋惣兵衛が昔から変わったことは何か。
・�片桐呉服店の始まりはいつか。
・�片桐呉服店と高田との関わりは何か。
・�片桐呉服店が長く続いている理由は何か。�など

した。
　図３の「肉のいろは」を調査した班は、「高田
城がなくなった後、軍隊が入ってきたことで高田
本町が発展し、『肉のいろは』自体が軍隊への
食料供給を目的として創業したこと」に気付いた。
調べた老舗商店の視点で高田本町の歴史に迫っ
ていった。
　生徒は、老舗商店への聞き取り調査後の振返
りに以下のように記述した。

　そして、課題として調べてきたことを基に老舗
商店に関するレポートを作成した（図４）。
　８時間目は、作成した老舗商店に関するレポー
トの内容を別の商店を調べてきた仲間のレポート
と比較し、高田本町の老舗商店の共通点や相違

・�今日は待ちに待った本町への調査に行った。今
まで大杉屋惣兵衛についてインターネットで調
べてきたので、その調べたことが本当なのか、
調べても分からなかったことについて質問させ
てもらった。聞き取り調査では、「430年前に創
業しました」から始まり、参勤交代との関わり、
上皇陛下がいらっしゃったことなど、最後は店
舗の中を案内してもらいながら、話を聞かせて
もらった。わざわざ僕たちのために、営業中な
のに調査に協力していただき、この調査を基に
よいレポートを作りたいと思った。

・�今日は実際に片桐呉服店に行き、話を聞かせ
ていただいた。お店の方が質問を予測して説明
に必要な物を用意してくださり、親切だと感じ
た。片桐呉服店ができた当時の地図や仕事で
使う家紋書を見せてもらい、分かりやすく説明
してくれて有り難かった。

図２　歴史博物館で高田の歴史を調査する生徒 図３　老舗商店で聞き取り調査をする生徒
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点を確認した。仲間の発表を聞いた生徒は、「高
田が栄えた理由が高田城の開府と十三師団が来
たことだと分かった」や「アリサカ理容室の絵看
板に疑問をもっていたがかつては風呂屋だと聞い
て『なるほど』と思った」といった仲間との交流
を通して、他の老舗商店や絵看板について、もっ
ていた疑問を解決した。このように仲間が作った
レポートのまとめ方や写真等の活用の仕方だけで
なく、他の老舗商店の歴史についての知識を深
めた。また、共通点や相違点について次のような
内容をホワイトボードにまとめた。

　生徒は、老舗商店の共通点や相違点の交流後、
振返りに以下のように記述した。

　上記のように歴史的な史料の価値や各老舗商
店の違いについて捉えた。
　９時間目は、なぜ、城下町高田には多くの老
舗商店が残っているのかを考えた。まず、現在
も高田本町に残る職を確認した。肉屋、飴屋、
蕎麦屋、呉服店、味噌屋、美容院といった職を
答えた。
　教師からアリサカ理容室、澤田そば屋、いわ
しや薬局といった老舗商店の共通点を聞かれ、
「江戸時代に旅籠（旅館）だった」ことを確認
した。追質問で「高田本町に旅籠は本当に多かっ
たのか」を問われ、頭を抱えた。提示された『正
徳２年高田各町記録』の上・中・下小町（本町４・
５・６）に注目し、本当に旅籠が多かったことを
確認した（下小町に旅籠30軒）。
　「ほかに多い職はないか」を問われ、「信州問
屋」が上・中・下小町にしかないことに気付いた。
信州方面から送る雑貨や塩を扱うことができる信

・�今日は、片桐呉服店、アリサカ理容室、杉田
味噌屋、土田洋服店の共通点と相違点をまとめ
た。100年以上創業していることが共通点だっ
た。代々受け継ぎ、100年以上創業できるのは
とてもすごいことだと思った。相違点として、史
料が残っている、残っていないというものがあっ
た。私が調べた老舗商店は、史料は残ってい
るが、いつの時代のものか分からないものがあっ
た。100年以上経ってしまうと、流石に残ってい
るところは少ないのかもしれない。

・�今日は、レポートを仲間と交流した。その中で、
ほかの老舗商店との相違点や共通点を見いだし
た。今まで高田本町という大きなくくりにしてい
たが、よく考えてみると違うところもいっぱいあ
ることが分かった。

図４　老舗商店に関するレポート

【 共通点】
・�100年以上、続いている店舗が多い。
・�地域の人や他地域の人に商品を供給している。
・�代々、受け継いできた。３代以上、続いている。
・�明治時代から大体、扱っているものが変わって

いる。
・�城下町が人気だから、高田本町に店を建てた。
【 相違点】
・�江戸もしくは明治の創業である。

・�店舗を移転した、移転しない。
・�史料がある、ない。
・�同じ商売をしている店とそうでない店。
・�高田藩との関わりと師団との関わり。� など
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州問屋の存在から高田本町と信州との関わりを
捉えた（図５）。また、加賀藩の本陣があること
から参勤交代の拠点であったことを確認した。

　『正徳２年高田各町記録』から捉えたことを基
に「江戸時代の城下町高田はどのようなところ
だったのか」をグループで考えた。以下のような
内容をホワイトボードにまとめ、発表した。

　そして、教師から「上・下職人町（大町）には
あまり老舗商店が残っていないのか」を問われ、
史料から研師や鞘師といった武士のための職が
多いことを確認した。追質問「なぜ、高田本町
には多くの老舗商店が残っているのか」を６、７
時間目の調査を基に考えた。多くの生徒が「明
治時代に十三師団が入ってきたときに、軍隊に
とって必要な職へと変化した」ことに気付いた。
　生徒は、９時間目の振返りに以下のように記
述した。

図５　仲間と歴史的な史料を読み込む生徒

・�高田城を中心にした町づくりをしている。
・�信州問屋があったことから信州との関わりが深

い。
・�旅籠が多かったことから、ものや人が集まる中

心となるところだった。
・�他の地域との交流が盛んなところだった。
・�人がたくさんいて賑やかだった。
・�遠くから来る人が多かった。
・�他のところより繁盛していた。
・お店が多い。
・�高田の文化が栄えた。� など

　10時間目は、「高田本町の歴史について知って
いることは何か」を１時間目の記述と比較しなが
ら、高田本町の歴史や文化について調査した内
容を記述した。それを踏まえて、７時間目に作成
したレポートを修正した。

（1）研究の成果
　本実践において、生徒はどのように変容したの
だろうか。アンケートの「高田本町に魅力を感じ
るか」「高田本町に対して誇りを感じるか」につ
いて、多くの生徒が魅力や誇りを高めたことが分
かる（実施日2022年７月８日）。また、表７のよう
に地域の課題についての事実認識を高め、地域
の課題を自分自身が考えるべき課題であると当
事者意識を高めていることが分かる。

・�今日は、高田本町の歴史についてより深く学習
した。高田の歴史は本当にあったのかが分かる
歴史の資料を基に調べた。考えたよりも旅館が
沢山あったり、その時の流行や、出来事に合わ
せてお店を変えたり、売るものに工夫をしてい
たりすることに気付いた。初めは何気なく調べ
るだけだったが、今は、とても興味をもって調
べている。レポートに生かすのはもちろんだが、
これからの生活にも生かしたいと思った。さら
に、本町にはまだまだ知らない歴史がありそう
なので、自主的に調べていきたい。

・�今日はなぜ、城下町高田には多くの老舗商店が
残っているのかについて考えた。高田には旅籠
屋や信州問屋などの他の地域と関わる仕事が多
くあることが分かった。城下町には人が多くい
て時代の変化に対応していったお店が残ってい
る。城下町高田に多くの老舗商店が残っている
理由は、高田城の城下町だったということで他
県などから仕事や旅行でたくさんの人が行き来
し、栄えていたからだと分かった。

研究の成果と課題６
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　抽出生徒のアンケートの記述は、次ページ（表
10）のとおりである。
　抽出生徒のアンケートを見ると、表６の項目で
は、高田本町を知り、「魅力を感じる」に変容し
たことが分かる。しかし、抽出生徒のアンケート
の表７の項目では、「課題を感じるか」の記述が
具体的な内容に変わっていることが分かる。表８、
表９の項目では、選択肢については変化が見ら
れない。このような当事者意識や誇りについては
あまり変化が見られないことから総合的な学習の
時間との関わりの中で手立てを講じていきたい。
　本単元の学習で、高田本町百年商店街の絵
看板のある老舗商店の成り立ちを調べることを通
して、老舗商店の歴史を知り、高田本町の歴史

表６　高田本町に魅力を感じるか

とても
感じる

感じる
あまり

感じない
全く

感じない
前 42％（39） 43％（40） 14％（13） １％（１）
後 57％（55） 34％（33） ７％（７） １％（１）
表中の数値は左側がパーセント、（　）が人数。

表７　高田本町に課題を感じるか

とても
感じる

感じる
あまり

感じない
全く

感じない
前 17％（16） 48％（45） 24％（23） 11％（10）
後 18％（17） 56％（54） 19％（18） ７％（７）
表中の数値は左側がパーセント、（　）が人数。

表８　�高田本町の課題は自分自身が考えるべき課題である�
と感じるか

とても
感じる

感じる
あまり

感じない
全く

感じない
前 21％（19） 46％（41） 23％（21） 10％（９）
後 34％（33） 42％（40） 15％（14） ９％（９）
表中の数値は左側がパーセント、（　）が人数。

表９　高田本町に対して誇りを感じるか

とても
感じる

感じる
あまり

感じない
全く

感じない
前 40％（37） 34％（31） 24％（22） ２％（２）
後 48％（45） 36％（34） 14％（13） ２％（２）
表中の数値は左側がパーセント、（　）が人数。

的な特徴や価値に気付き、主体的に追究してい
く生徒の姿があった。インターネットや書籍から
分かる高田の歴史を調べていた。次に歴史博物
館で調査することにより、高田の歴史の大きな流
れを捉えていた。さらに、それでも分からなかっ
たことについて絵看板のある老舗商店への聞き取
り調査を行っていた。聞き取り調査では、老舗
商店の方から文化財や諸資料を見せてもらった
り、質問したりすることで内容についての理解を
深めていた。そして、調べてきた内容について、
年表を含むレポートにまとめていた。このレポー
トを他の老舗商店を調べてきた仲間と交流する
ことで、高田本町の老舗商店の共通点や相違点
を考察していった。これらの調査活動と歴史的
な史料を読み深める活動を通して、高田本町の
歴史的な特徴を捉える姿があった。
　このような生徒の姿は、一次史料を自らが探
し、歴史の本質を見極めていく歴史研究者が歴
史を追究していく過程である。また、老舗商店
の関係者に聞いても分からない歴史的な事実が
多くあり、歴史が絶対的なものではないことを捉
えていた。これは、教科書の内容を批判的に検
討したり、深めたりする汎用的な見方・考え方で
もある。加えて、老舗商店の人 と々対話すること
を通して、そのような歴史的な事実が残っている
こと自体に価値があることを理解していた。この
ような生徒の姿から、本単元のねらいを達成で
きたと言える。

（2）�今後の課題
　本単元の課題として、分からなかった歴史的
な事実をさらに追究する方法を考え、調べる活
動を行っていないことが挙げられる。例えば、８
時間目の振返りシートに生徒は「私が調べた老
舗商店は、史料は残っているが、いつの時代の
ものか分からないものがあった。100年以上経っ
てしまうと、流石に残っているところは少ないの
かもしれない」と記述していた。この記述から、
分からないことに気付いているが、方法や場を
設定していないことで追究しきれていないことが
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表10　抽出生徒のアンケートに対する回答の変容

表６　高田本町に魅力
を感じるか（理由）

表７　高田本町に課題
を感じるか（理由）

表８　高田本町の課題は
自分自身が考えるべき課
題であると感じるか（理由）

表９　高田本町に対し
て誇りを感じるか（理由）

生徒A
実践前

🄲：特にこれっていう
ものや建物がないから

🄱：高田本町にあんま
り魅力を感じないから

🄱：課題と感じる 🄲：誇りに思うものがな
いから

実践後 🄱：様々な歴史やお店
があるから

🄱：深い歴史や昔なが
らのお店があること

🄱：高田本町の近くにいる
から

🄲：特に理由はない。
誇りを感じないから

生徒B
実践前

🄲：学校の学習や普段
の生活であまり関わっ
たことがないから

🄲：関わることが少なく
分からないから

🄲：高田本 町の課 題 が
はっきりと出せていないか
ら

🄲：自分の思う魅力や
課題がはっきりと出せて
いないから

実践後 🄱：高田本町の老舗や
歴史を調べてみてそう
感じたから。古くから
の歴史があり、地域の
方が親切だったから

🄱：高田本町に実際に
行ったときに賑わいが
ないなと思ったから

🄲：普段、関わることが少
ないから自分ごととしてな
かなか考えられないから

🄲：魅力はあると思うし、
身近なところにあるが、
自分ごととして考えられな
い。誇りをもっているかと
言われるとあまりない

生徒C
実践前

🄲：高田本町のことを
あまり知らないから

🄱：課題を感じる 🄲：課題をあまり感じない 🄰：誇りをとても感じる

実践後 🄰：たくさんの魅力を
知った。昔からのお店
がたくさんある

🄱：あんまり歴史が知
られてないと思ったか
ら

🄰：歴史を伝えたいから 🄰：昔からの歴史を守
り続けているのがすご
いと思ったから

生徒D
実践前

🄲：閉じているお店が
多いから

🄱：閉まっているお店
が多いから

🄲：できればいいところに
したいけど、今の年齢では、
お店を再復活できないから

🄱：なぜかはわからな
いけど、いいところだなっ
て感じるから

実践後 🄱：魅力的なお店が多
い。お店の人がみんな
優しい。歴史があるから

🄱：道がガタガタで、
危ないなと思う箇所が
ある

🄲：表７で回答したよう
に、私にどうにかできる問
題じゃないから

🄱：とてもいい場所だし、
本町全体で盛り上げてい
るから（七夕まつりなど）

生徒E
実践前

🄲：本町を知らないか
ら

🄲：本町を知らないか
ら

🄲：本町を知らないから 🄲：本町を知らないか
ら

実践後 🄱：総合で歴史などの
話を聞きに行き、詳し
いことを知ったから

🄱：若い人がいないか
ら

🄱：高田に来る人が減って
いるから

🄱：様々な歴史がある
から

🄰：とても感じる　🄱：感じる　🄲：あまり感じない　🄳：感じない

分かる。
　このことから、分からなかった歴史的な事実
を追究していくために、今後の歴史的分野の学
習に地域史を取り上げる場を設定していきたい。
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